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Abstract 
This study examined guidelines related to and the content of Finnish music education at preschool level. An 
attempt was made to undertake a comprehensive survey of related themes and see how they may be connected 
to social factors. The survey took the form of making visits to preschool music classes. In this way, observations 
were made of the qualities and abilities cultivated in Finnish music education. Those qualities and abilities 
included the following: expressive power, particularly linguistic; making an objective appreciation of music; 
personal determination; communication skills; and interaction with the social environment. The intention in 
Finland is to develop these diverse capabilities through the medium of music. These skills are ones that are 
currently required in twenty-first-century Japan. There is thus a need in Japan to promote such skills using a 
similar kind of subject-specific curriculum like that adopted in Finland in 2004. 
 
Ⅰ はじめに 
フィンランドは，2000 年における PISA の結果から現在まで常に上位に位置し，高水準の教育が継続的
に機能している国であるといえる。しかし 9 年の義務教育制度が確立したのは 1968 年の法案可決からであ
り，わずか 40 数年である。これ以前の義務教育は 4 年という短いものであった。 




我が国の学習指導要領にあたるナショナルコアカリキュラム 2004 第 7 章 15 項 2）音楽の冒頭では，第 1
学年～第 9 学年全体に対して音楽を指導する際の課題が述べられ，続いてカリキュラム全体のテーマであ
る教科横断的な 7 つのクロス・カリキュラムテーマに基づいて音楽教育の指針と内容が示されている。第






る。また，現役の教員のための講座や指導法などに関する HP が用意されている。 
このようなフィンランドの音楽科教育に関して，田原（2012），阿波（2013）による基礎学校の音楽科カ
リキュラムに関する先行研究が進みつつある。田原は，基礎学校の第 1－4 学年のカリキュラムと，フィン
ランドの 1－2，3－4 年生で使用される教科書および平成 10 年改訂学習指導要領との比較・分析を行って
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フィンランドにおいて就学前教育は，6 歳児を対象として就学前の 1 年間提供される教育プログラムの
ことである。原語では，エシコウル（Esikoulu）と呼ばれている。2000 年に制度化され，2001 年度から




































得することが可能である。なお，幼稚園教諭の資格は，基礎学校 1－2 学年まで担当することができる。 
幼稚園教諭は，かつては，独自の養成機関が設置されていたが（ただし，ヨエンスー大学とユバスキュ
ラ大学には 1973 年より幼稚園教諭の養成課程が開設されている。），1995 年より大学で実施されている。 









当教員のほかに成人のスタッフがつく場合には 20 名までこれを拡大することが認められている。 
また，近年では学級編制の在り方についても関心が向けられている。就学前教育が学校で提供される場
合，就学前学級のみではなく他学年（通常は，1 年生）もまじえた複式学級の形がとられることがある。    












①場所：Pori 市 Väinölä 保育所内（6 歳児） 
②年月日：2013 年 3 月 18 日 AM9:00－9:45（45 分授業） 
 ③指導者：Kristiina 先生，Vesa 先生，実習生 
 ④生徒：6 歳児 13 名 
 ⑤使用楽器：ギター（先生のみ）／CD 音源 
       トライアングル，マラカス，拍子木，ウッドブロック，コンガ，ドラム 
 ⑥授業で使用するもの：CD デッキ，打楽器の絵（5 種類），12 ヶ月の名前と絵入りカード 
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CD に合わせて顔の横で手を振る（ 4 回）→脇をしめ 

































































先生「じゃあ 12 ヶ月の歌を歌おう。」 






























く。45 分授業の中で子どもが集中力を切らすことがなかった。またどの曲も 1 回の演奏で，または歌でテ












は 2004 年に既に開始しているということである。 
これまでの我が国の音楽科教育に求められる資質・能力とは，音楽の演奏技能や鑑賞能力といった専門
的領域や音楽を愛好する心情などに重点を置いてきた。協働するためのコミュニケーション能力，多角的








1）詳細な内容に関しては，NBE (2004) National core curriculum for basic education 2004. Finnish National Boad 
of Education, Helsinki: Valtion painatuskeskus.を参照のこと。この 2004 年の改訂では，福田（2006）が，
フィンランドのカリキュラムの歴史で初めてクロス・カリキュラムテーマ（cross-curricular theme：総
合的・横断的カリキュラムのテーマ）が掲げられたと指摘している。 







（第 11 回）議事要旨平成 26 年 1 月 26 日〈http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shotou/095/gijiroku/ 
1345132.htm〉2015 年 11 月。 
4）OPH. (2011) Esiopetuksen opetussuunnitelman perusteet 2010. Helsinki: Opetushallitus. 
5）フィンランドでは，我が国における教員資格認定試験に該当する試験，また教員採用試験は行われてい
ない。教員の資格要件は，各高等教育機関の卒業，または修了認定によっている。政令の詳細は Asetus 
opetustoimen kelpoisuusvaatimuksista (986/1998) を参照のこと。 
6）Asetus kasvatustieteellisen alan tutkinnoista ja opettajankoulutuksesta (576/1995). 
7）Kumpulainen, Timo. (2014) Opettajat Suomessa 2013. Tampere: Juvenes print –Suomen Yliopistopaino Oy, 
pp.70-71. 
8）Alia, Kirsi, Tajra Jahiluoto ja Hanna-Mari Pekuri. (2014a) Kohtivarhaiskasvatuslakia. Varhaiskasvatusta koskevan 
lainsäädännönuudistamistyöryhmän raportti. Opetus- ja kulttuuriministeriöntyöryhmämuistioita ja selvityksiä 
2014: 11, Helsinki: Opetus- jakulttuuriministeriӧ (OKM). 
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